
『
大
乗
荘
厳

経
論
』
(
求

法
品
)

の
原
典
再
考
並
び
に

『
唯
識
二
十
論
』

の
第

一
偶
、

第

二
偶

の
原
本

に

つ
い
て

(
舟

橋
)

『大
乗
荘
厳
経
論
』
(求
法
品
)
の
原
典
再
考
並
び
に

『唯
識

二
十
論
』
の
第

一
偶
、

第

二
偶

の
原
本
に

つ
い
て

舟

橋

尚

哉

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
求
法
品
の
原
典
に
関

し
て
は
、
「
大
乗
荘
厳
経

論
の
原
典
考
-
求
法
品
を
中
心
と
し
て
-
」
(仏
教
学
セ
ミ
ナ
-
第
27
号
)
や

「
大
乗
荘
厳
経
論

(求
法
品
)
の
原
典

の
考
察

大
谷
探
検
本
A
、
B
を

用
い
て
-
」

(印
度
学
仏
教
学
研
究
第
27
巻
第
1
号
)
で

一
応
考
察
し
た
が
、

ユ

そ
の
L
e
v
i本
の
原
本

と
考
え
ら
れ

る
N
s
本
や
そ
れ
か
ら
の
転
写
本

で
あ
る

乞
。
本
な
ど
、

い
く

つ
か
の
ネ
パ
ー
ル
写
本
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、

こ
れ
ら
の
ネ
パ
ー
ル
写
本
を
用
い
て
求
法
品
を
再

検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
初

め
に
求
法
品
第
八
偶
-
第
十
二
偶
の
長
行
、
慰
く
一本

(p
.
58

卜
2
6
)
の
p
a
a
r
m
a
b
m
a
a
r
a
b
a
n

の
s
a
m
-

H
a
k
s
l
k
f
j
s
l

で
あ

る

が
、
B
s
k
d
f
j
s

本

(
p
.
 
5
8
,
 
l
.

2
3
)で

も

こ

の
ま

ま

で

あ

る
。

し

か

し

チ

ベ

ッ
ト
訳

が
s
e
s
 pa
(
影
印
北
京
版
74
-
1
-

6
、

デ

ル
ゲ

版

1
6
7
a
)で
あ

る

と

こ
ろ

か

ら
、

長

尾

博

士

の
M
a
a
r
m
an
a
-
s
a
r
m
a
m
-

k

ra

の
H
n
d
e
x
 
p
.
 
x
i
v
,
 
l
.
 
2
0

で

も

勺
(
T
i
b
.
 
s
e
s
 
p
a
)

と
あ

り
、

sa
m
-

r
a
k
d
s
a
n
a
。

の
語

に
疑

問

を

持

つ
て

お

ら

れ

る
。
N
s

本

(4
8
a
,
 
l
.
 
3
)

に

は
s
a
m
l
a
j
s
k
n
a

と
あ
り
、
N
c
本

(4
0a
,
 
l
.
 
5
)

に
も
s
a
m
l
a
k
s
a
n
a

と
な

つ
て
い
る
。
ま
た
安
慧
釈

(影
印
北
京
版
篇
-
4
1
7
)
で
も
、

こ
れ
に

相
当
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
は
s
a
m
l
a
k
s
a
n
a

(
了
解
す

る
)
と
あ
る
か
ら
、
従

つ
て
こ
こ
の
s
a
m
l
a
k
s
a
n
a

(護
る
)
は
s
a
m
l
a
k
s
a
n
a

(
了
解
す
る
)

に
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お

『
喩
伽
論
』
菩
薩
地

(荻
原
本
、
S
k
,
 

p
.
 
8
3
,
 
l
.
 

6
)
で
も
、
s
a
m-

l
a
s
a
g
n
a

の
漢
訳
が

「解
了
」
(大
正
三
〇
、
四
九
七
C
)
と
な
つ
て
い
る

例
が
見
出
さ
れ
る
。
(宇
井
博
士

「梵
漢
対
照
菩
薩
地
索
引
」
八
三
頁
参
照
。
)

た
だ
荻
原
博
士
編

「梵
和
大
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、
s
a
m
r
a
k
s
a
n
a

も

s
a
m
r
a
k
s
a
n
a

も
漢
訳
は

「解
了
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も

「
菩
薩
地
」
に

出
て
い
る
と
あ
る
が
、
s
a
m
r
a
k
s
a
n
a

が

「解
了
」
と
訳

さ
れ
て

い
る

例
を
私
は
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。

次
に
第
二
十

一
偶
s
a
m
r
a
k
s
a
n
a

で
あ
る
が
、
私
は
先
に

山
口
博
士
の
訂
正

(山
口
益
仏
教
学
文
集
上
一
四
八
頁
)
に
従
い
、
d
v
a
y
a
-

b
h
a
s
o
'
t
r
a
s
t
i

と
訂
正
し
た
。
(大
乗
荘
厳
経
論
の
原
典
考
-
求
法
品
を
中
心
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と
し
て
、

仏
教
学

セ
ミ
ナ
ー
第

27
号
参
照
。
)
し

か

し

そ

の
後
、
N
s
本

(
5
0a
,

N
.4
)
に
d
v
a
y
a
b
h
a
t
a
'
t
r
a

と
あ

る

こ
と

(
No
本
、
4
1
h
,
 
l
.
 

8
は
d
v
a
t
e
-

b
h
g
e
m
'
t
r
a

の
よ
う
に
見

え
、
ま
た
A
本
も
d
v
a
y
a
b
h
a
t
a
'
t
r
a

ま
た
は
d
v
a
y
a
-

b
h
a
t
a
'
t
r
a

と
読
め
る
)
、
ま

た
韻

律

の
上

か

ら

も
、
先

の
私

の
訂

正
t
a
t
h
a

d
v
a
y
a
b
h
a
t
a
'
t
r
a

(
⊂
-

⊂
-
|
-
-
-

⊂
)

で

は
s
l
o
k
aの

第
二

形

式

p
a
t
h
y
a
(
⊂
⊂
⊂
-

⊂
-
-
⊂
)

と
合

致

し
な

い

こ
と

(
第

四
形
式

に
-

⊂
-
|
-
,
-
-
⊂
に
類
似
し

て
い
る
が
、

必
ず
し
も

一
致

し
て
い
な
い
)
、

む

し

ろ
L
e
v
u本

の
t
a
a
t
h
a
t
r
a
s
y
i

(
⊂
-

⊂
-
|

⊂
-
-

⊂
)

の
方

が

韻
律

が
p
a
t
g
t
aと
合

致

し

て

い

る

こ
と
、

こ
れ

ら

の

理

由

に

よ

つ
て

こ
の
訂

正

に

は
疑

問

が

生

じ

て

き

た
。

そ

こ
で
長

行

を

見

る

と
d
v
a
y
a
b
h
a
s
a
t
a
s
t
i

と
な

つ
て

い

る
。

長

行

の
d
v
a
y
a

を

偶

頒

で

は

韻

律

の
関

係

で
a
b
d
h
a
t
a

と

し

た

と

考

え

れ

ば
、

結

局
、

先

の
私

の
訂

正

は

不

要

で
、

最

初

か

ら
K
e
v
u
本

の

ま

ま

で

よ

い

と

い
う

こ

と
に

な

る
。

次

に
第

三

十

五

偶
並

び

に

長

行

で
あ

る
が
、

第

三

十

五

偶

に
関

し

て

は
海

野

孝

憲

教
授

の
訂

正

(
O
o
r
r
e
a
o
n
s
o
r
 
t
g
e
 
M
a
h
a
y
a
n
a
s
r
a
m
k
a
r
a

X
I
.
 
3
5

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
22
巻
第

1
号
)

で
大

体

よ

い

と
思

う

が
、

こ

の
偶

は

鳳

く
一
本

で

は
、

と
な

つ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
第
二

韻
脚
が

二
個
所

と
も

S
lo
ka
の
韻
律
と
合

つ
て
い
な
い
。
長
尾
博
士
は

と

訂

正

さ

れ
、
B
a
g
c
h
i本

(
p
.
 
6
4
,
 
l
.
 
5
)

も

そ

れ

を
採

用

し

て

い

る

が
、

t
a
s
k
d
a

が
s
t
a
t
h
、
t
a
t
a
h
 
m
a
t
h
と

な

つ
て

い
る
。

し

か

し
N
s

本

(
5
3
,
l
.
 
1
)
、
N
o

本

(4
4
a
,
 
N
.
 
2
)
で

は
、

と

な

つ
て

い

る
。

(
海
野
教
授

の
結
論

も
大
体

こ
れ
と
同

じ
で
あ

る
が
、

鍵
愚

調

の
指
摘

は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
)
こ
の

偶

は
実

は

直

前

の
第

三

十

四

偶

と

同

じ
a
r
y
a
調

の
偶

で

あ

つ
た

た

め

に
、

ま

訊

も

偶

頒

の
個

所

を

間

違

え

た

の
で

あ

ろ

う
。

(
寂

乱

は
第
三
十
四
偶

は
a
r
y
a調

で
あ
る
と

い

つ
て
い

る
が
、

第
三
十
五
偶
か
ら
第

四
十

六
偶

ま
で
は
a
n
u
d
l
d
s
k
f
g

(
s
l
a
s
d
f

a
)
で
あ
る

と

い

っ
て
い
る
。
)

た

だ

こ

の
第

三

十

五
偶

の
長

行

に

は
、
c
i
y
y
u
i
d
a
m
 
t
a
c
-
c
i
t
-

r
b
d
k
f
j
s
a
と
あ

る
が
、

長

尾

博

士

に

よ

つ
て

く
a
s
t
u
a
a
 
c
i
t
r
d
f

と

訂

正

さ

れ

て

い

る
。
N
s

本

(
5
3a
,
 
N
.
 
2
)
で
は
c
i
l
a
m
 
v
s
d
k
f
s
d
a
 
c
i
t
r
a

-

(蛛
計
鐸
s
v
a
t
a
c
)

『
大
乗
荘
厳
経
論
』

(
求
法
品
)

の
原
典
再
考
並

び
に

『
唯
識

二
十
論
』

の
第

一
偶
、

第
二
偶

の
原
本
に

つ
い
て

(
舟
 

橋
)
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『
大
乗
荘
厳
経
論
』
(
求
法
品
)

の
原
典
再
考
並

び
に

『
唯
識

二
十
論
』

の
第

一
偶
、

第
二
偶

の
原
本
に

つ
い
て

(
舟

橋
)

b
h
a
s
d
d
k
f
j
s
a
m

と

あ

り
、
N
c
本

(4
4
a
,
 
N
.
 
2
)
で
は
c
i
t
tm
 
e
v
a
 
s
l
k
l
s
d
k
f
-

n
k
d
f
j
s
a

ぢ

と

な

つ

て

い

る
。

チ

ベ

ッ
ト

訳

(
影
印
北
京
版

76
-

1
-

2
)

は
s
e
m
s
 
h
d
i
 
n
i
d
 

で

あ

る

か

ら
v
a
s
d
k
t
u
t
r
y
a
s

よ
り

む

し

ろ

ネ

パ

ー

ル

写

本

の

よ
う

に
s
v
a
t
y
a
s

の
方

が

よ

い

の

で

は
な

か
ろ

う

か
。

従

つ
て
c
i
t
-

S
am
e
v
a
 
v
a
s
t
u
 
t
a
s
c
-

は
。
i
t
t
m
 
e
v
a
 
s
l
k
l
s
d
k

と

訂

正

し

た

方

が

よ

い

と
思

う
。

次
に
第

六
十
八
偶
の
長
行
並
び
に
第
六
十
九
偶
の
L
e
v
iの
還
元
梵

語
の
個
所

で
あ
る
が
、
第
六
十
八
偶

の
長
行

に
s
a
r
b
s
-
l
o
k
d
l
a
d
k
f
 
v
i

s
i
s
k
d
f
s
a
r
r
a
-

と
あ
る
中
の
v
i
s
i
t
a
に

つ
い
て
考
え
る
に
、

チ
ベ
ッ
ト

訳
は
m
n
o
n
 
p
a
r
 
h
p
h
a
g
q
s
p
a

で
あ
り
、
漢
訳
は

「
勝
身
」
(大
正
三

一
、

六
一
七
b
)
で
あ
る
。
直
前
の

S
k
.
 
v
i
s
t
e
b
g
a
t

〔
ca〕
の
チ
ベ

ッ
ト

訳
が
k
h
y
a
d
 
p
a
y
 
d
u
 

(影
印
北
京
版
79
-
2
1
5
)
と
な
つ
て
い
て
異
な

る
と
こ
ろ
か
ら
疑
問
が
生

じ
、
m
g
n
 
p
a
r
 
h
p
h
a
g
s
 
q
s
p
a

を

ロ
ヶ
ー

シ

ュ
チ
ャ
ン
ド

ラ
の
蔵
梵
辞
典
で
・調
べ
て
見
る
と
、
a
b
h
y
u
u
d
g
q
a

と
な

っ

て
い
る
従

つ
て
こ
こ
の
還
元
梵

語
は

乱
訟
薯
学

よ
り
も
a
b
h
y
u
u
d
g
q
a

か
、
そ
れ
に
類
す
る
語
を
想
定
し
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
第
六
十
九
偶
で
あ
る
が
、
勿
論
サ
シ
ス
ク
リ
ッ
ト
は
欠
け
て
い

る
か
ら
、
慰
証

の
還
元
梵
語
し
か
な

い

(
Ns
本
、
N
c
本

も
欠
)
。

L
e
v
i本

(p
.
 
7

4
)の
脚
註
に
示
さ
れ
て
い
る
還
元
梵
語
は
次
の
如

き
も

の
で
あ
る
。

こ
の
偶
は
漢
訳
か
ら
の
還
元
梵
語
の
よ
う
で
あ
り
、
韻
律
も
合

つ
て

い
な
い
。
し
か
し

幕
く
一
は
仏
訳
を
出
版
す

る
と

き
に
、
次
の
還
元
梵

こ

語
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
偶
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
を
よ
く
参
照
し
て
お
り
、
還
元
梵
語
と
し
て

は

一
応
評
価
で
き
る
が
、
残
念
な
が
ら
韻
律
が
合

つ
て
い
な
い
。
す
な

わ
ち
、
p
a
r
a
-
a
b
h
y
a
-
p
r
a
l
d
f
g
j
k
 
t
r
a

(
⊂
⊂
⊂
-
|
⊂
⊂
-
-
|
⊂
)
で

は
、
第

一
韻
脚

の

に
|⊂
⊂
に
|
は
許
さ
れ
な
い
は
ず

で
あ
り
、
従

っ

て
|
⊂
⊂
⊂
|

は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
第
二
韻

脚

の
|
⊂
⊂
|
-
-
|

も
韻
律
と
し
て
は
お
か
し
い
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
私
の
考
え
た
還
元

梵
語
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

a
-
bの
部
分
は

い
警
一
の
還
元
梵
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る

こ
と
に
し

て
、

の
部
分
の
み
修
正
し
た
。
な
ぜ
な
ら

占

の
部
分
は
s
k
i
j
a -24-



の
第

一
形
式

p
s
d
l
k
f
g

と
韻
律
が
合

つ
て
い
る
か
ら

こ
の
ま
ま
で
よ
い

と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
c
-
bの
部
分
は
修
正
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
d
s
l
o
k

の
第
二
形
式
v
i
p
u
l
a

と
韻
律
が
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
還
元
梵
語
に
し
た
理
由
は
、

1
、
p
a
r
a
i
-
g
d
s
k
-
f
j
s
a
n
b
p

は
チ
ベ
ッ
ト
訳

(
p
a
r
a
i
-
g
d
s
k
-
f
j
s
a
n
b
p
)

の
g
y
iと

本
文
長
行
の
p
a
r
e
b
h
y
u
a
g
h

よ
り
見
て
、
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
可
能
性
が
強

い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

2
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
d
a
n
か
ら
見
て
、
c
a
が
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
こ

と
、3
、
長
行
に
d
a
d
k
f
-
m
a
n
a
s
k
s
r
a

を
解
釈
し
て
、
d
a
d
k
f
m
a
n
a
s
k
s
r
a

と
し
て
い
る
か
ら
、
霞
愚
鍬

鉱
を
想
定
し
て
も
不
自
然

で
な
い
こ
と
、

4
、
p
r
a
r
a
は
勿
論
p
r
a
q
p
a
r
a
の
意
で
あ
る
が
、

偶
頽
だ

か
ら
こ
の
よ
う
に
省
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ち
れ
、
現

に
長

行
に
は

p
a
p
a
r
s
k
s
r
a

と
な

つ
て
い
る
。
(慰
く
一
本
で
は
a
p
a
r
s
k
s
r
a
と
あ
る

が
、
L
e
v
i
の
仏
訳
で
p
r
a
q
p
a
r
a
と

訂
正
さ
れ
て
い
る
。
)
N
s本

(61h

N
.
 
4
)
で
も
p
r
a
q
u
p
a
d
k
f
r
a
と
な
つ
て
い

る
。

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
私
は
第
六
十
九
偶
の
還
元
梵
語
は
こ
れ
で

よ
い
と
思
う
が
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
還
元
梵
語
で
あ
る
か
ら
、
ど
う

し
て
も

こ
う
で
あ
る
と
は
い
わ
な

い
が
、

一
応
韻
律

も
合

つ
て

い
る

し
、
チ
ベ

ッ
ト
訳
と
も

一
致
す
る
と
思
う
の
で
、

こ
の
私
の
還
元
梵
語

で
よ
い
か
ど
う
か
を
御
教
示
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

さ
て

『
唯
識
二
十
論
』
の
第

一
偶
第
二
偶
で
あ
る
が
、
L
e
v
i本
に
は

還

元

梵

語

が

載

せ

ら

れ

て

い
る
。

と

こ
ろ

が

P
a
.
 
3本

に

は

完

全

な
形

で
第

一
偶

と
第

二

偶

の

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト
原

本

が

見

出

さ

れ

る
。

(
こ

れ
ら
の
偶

は

伽
く
一
の
還

元
梵
語

し
か
な
い
と
思

つ
て
い
た
が
、
す
で
に
L
e
v
i
一
の

仏
訳

に
こ
れ

ら
二
偶

の
梵
本

が
発
表

さ
れ
て
い
る

こ
と
を
私

は
最

近

知

っ
た
。
)

P
a
.
 
3
本

と

い

う

の

は
N
a
t
i
o
n
a
l
 
S
u
c
e
p
a
t
r
a
a
m

l
,
 
p
.
 
4
4
,
 
N
o
.
 

6
4
6
2
で

比

較

的

古

い
貝

葉

の

よ
う

に

思

わ

れ

る
。

全

部

で
五

葉
、

六

行

で
書

か

れ

て

い

る
。

こ

の

写

本

は

世

親

の

『
三

性

論

偶

』

と

『
唯

識

二

十

論

』

と

『
唯

識

三

十

頚

』

の
偶

頗

だ

け
を

集

め

た

も

の
で

あ

る

か

ら
、

長

尾

博

士

が

「
カ

ト

マ

ン

ド

ゥ
の

仏

教

写

本

典

籍

」

(岩

井
博

士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
所
収
)

一
九

頁

で
、
H
e
m
 
R
a
j
 
C
o
l
-

k
a
r
i
k
a
 
b
y
 
N
e
v
a
r
i
,
 
p
a
l
m
-
l
e
a
f
 
1
-
5

と
さ
れ
て
い
る

写
本
と
同
じ
も
の
と
思
う
。

こ
の

P
a
.
 
3
本
に
よ
れ
ば

『
唯
識
二
十
論
』

の
第
二

偶
第
二
偶

は
大

体
次
の
よ
う
な
梵
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
大
乗
荘
厳
経
論
』
(
求

法
品
)

の
原
典
再
考
並

び
に

『
唯
識
二
十
論
』

の
第

一
偶
、

第

二
偶

の
原

本
に

つ
い
て

(
舟

橋
)
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『
大
乗
荘
厳
経
論
』
(
求
法
品
)

の
原
典
再
考
並

び
に

『
唯
識
二
十
論
』

の
第

一
偶
、

第
二
偶

の
原
本
に

つ
い
て

(
舟

橋
)

P
a
.
 
3
本
の
写
本
で
は
t
a
m
s
d
k
f
l
s
a

の
よ
う
に
見
え

る
が
、
t
a
i
-

m
i
i
s
k
d
f

a
冨

の
方
が
よ
い
と
思
う
。
ま
た
は
く
一
の
仏
訳
の
m
i
i
s
k
d
f
a

a
u
 
T
l
k
a
s
 
s
s
d
f
a
n
s

に
よ
れ
ば
s
s
d
f
a
n
s
と
あ
る
が
、
写
本

の
上

で
は
T
l
k
a
s
d
f
a
n
s

の
よ
う
で
あ
り
、
宇
井
博
士
の
補
正
表
で
も
k
e
s
o

d
u
k
aに
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
次

に
s
a
m
t
a
n
a
は
写
本

で
は
S
a
n
d
s
f
n

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
L
e
v
iは
s
a
m
d
n
と
読
ん
で
い
る
。
S
a
n
f
g
j
n
a

(ま
た
は
s
a
n
t
a
s
n
a
)

が
普
通
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
求
法
品
の
再
検
討
や

『
唯
識

二
十
論
』

の
第
二

偶
第
二
偶
だ
け
で
も
、

こ
れ
だ
け
の
問
題
点
が
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

註
1
 
私
が
便
宜
上
用
い
て
き
た
略
記
号
で
あ
る
。
(拙
著

「
ネ
パ
ー
ル
写
本

対
照
に
よ
る
大
乗
荘
厳
経
論
の
研
究
」

一
六
頁
参
照
。
)

2
 
同
右

3
 
最
近
イ
ン
ド
か
ら
出
版
さ
れ
た
M
s
n
a
s
r
a
r
a
b
 
b
y
 
A
r
y
a

n
a
i
 19
8
.
 に
よ
れ
ば
、
p
ra
d
k
l
g
 
d
f
s
k
e
w
q
と
な

つ
て

い
る
が
、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
韻
律

上
、
第

二
韻
脚

は
|
⊂
-
-
⊂
|

の
場
合
が
多

い
の

で
、

こ
の
よ
う

に
訂
正

し
た

の
で
あ
ろ
う
。

(
大
谷
大
学
助
教
授
)
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